
【省エネルギー行動の実践】
✓ 利用状況や気象に応じた空調・照明調整、服装の工夫等で施設の適切な環境管理を行います。
✓ OA機器の省エネモード設定、長時間離席時の電源オフなどで待機電力を含む使用方法を改善します。
【省資源とグリーン購入の実践】
✓ ペーパーレス化、使い捨て製品抑制、節水に取り組み、ごみ削減（リデュース）を推進します。
✓ 事務用品等の修理、共有、詰め替え優先で備品の有効活用と再利用（リユース）を定着させます。
✓ 廃棄物は、資源としてリサイクルできるようルールに沿って適正に分別・排出します。
✓ 「グリーン購入法」に基づき、環境負荷の少ない製品を率先して調達します。
【働き方の工夫による環境負荷低減】
✓ 行政手続きのオンライン化や、ウェブ会議等による業務の効率化を図ります。
✓ 計画的な定時退庁などを推進し、効率的な勤務体制を整えます。

【建物における脱炭素化の推進】
✓ 建物を新築する際は、ZEB Oriented相当以上とします。
✓ 新築・改修時は、省エネルギー対策を徹底し、温室効果ガス排出削減に配慮します。
✓ 先進技術や新素材についても、優れた排出削減効果が確認できる場合は、導入を検討します。
✓ 建物のライフサイクル全体を通じた温室効果ガスの排出削減に努めます。
【省エネルギー設備の導入及び更新】
✓ 太陽光発電の有効利用と災害時対応力強化のため、公共施設への蓄電池導入を検討・実施します。
✓ 建物の規模・用途に応じ、燃料電等の省エネに資する設備を積極的に導入します。
✓ 温室効果ガスの排出が少ない高効率空調機を積極的に導入します。
✓ 町有施設の照明LED化を推進し、人感センサーや調光システムを導入して明るさを最適化します。
✓ OA機器や家電製品は、更新時期に合わせて省エネ性能の高い製品へ計画的に切り替えます。
【エネルギー運用の最適化】
✓ 施設のエネルギー使用状況と改善優先順位の把握のため、省エネルギー診断の実施を検討します。
✓ 設備のエネルギー損失低減のため、使い方の工夫（運用改善）や手入れ（点検）を促進します。
✓ エネルギー使用状況の「見える化」と「継続的な監視」により、消費量削減と設備の安定稼働を目指します。

✓ 町有施設の電力契約において、再生可能エネルギーの比率が高い電力への切り替えを推進します。
✓ 設置可能な公共施設（敷地含む）に、太陽光発電設備を最大限導入することを検討・実施します。

✓ 公用車は電気自動車や低燃費車を優先的に利用し、エコドライブを徹底します。
✓ 可能な限り徒歩や公共交通機関を活用し、自動車利用の抑制に努めます。（職員の通勤時にも同様
に環境負荷に努めます。）

✓ 公用車の新規導入や更新時には、使用目的に応じて電気自動車を優先的に検討します。

益城町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）【概要版】

１．基本的事項

目的

益城町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）では、地球温暖化対策の
推進に関する法律第21条第1項に基づき、町の事務及び事業に関し、省
エネルギー・省資源、廃棄物の減量化などの取り組みを推進し、温室効
果ガスの排出量を削減することを目的としています。

対象とする
温室効果ガス

本計画が対象とする温室効果ガスは、排出量の多くを占める二酸化炭素
(CO2)とします。

計画期間 2026年度～2030年度(5年間)

２．温室効果ガスの排出状況

 2024年度の温室効果ガス排出量は、
3,775,143kg-CO2で、2013年度から6%削
減しています。

 2024年度は、電気による排出量が、全体の
97%を占めています。

 電気の消費量は増加傾向にあり、2024年度
は、2013年度比で47%増加しています。

 町の排出量の中心は電気であることから、
「使用量の抑制（省エネ）」と「排出係数
の小さい電力への転換（再エネ導入）」と
いう両面からのアプローチが重要です。

３．温室効果ガスの排出削減目標

 本計画では、国の地球温暖化対策計画に即した政府実行計画における削減目標を踏まえ、
「2030年度に、基準年度2013年度比50%以上削減」を目標とします。

基準年度（2013年度）

4,019,365kg-CO2

目標年度（2030年度）

2,009,682kg-CO2以下

４．目標達成に向けた取り組み

１．職員による省エネルギー対策の徹底

50%以上削減

5．進捗管理体制

2．公用車の適切な運用

3．再生可能エネルギー電力の利用

4．その他の先進的・継続的な取り組みの推進

 本計画を推進するために、「益城町地球温
暖化対策推進委員会」を設置します。

 本計画は、PDCAサイクルに基づき、継続的
な進行管理と改善を行います。

 進捗状況は、町ホームページ等で毎年公表
します。

令和8年3月策定

■温室効果ガス排出量の推移（2013～2024年度）
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■温室効果ガス排出量の削減目標

 
計画（Plan) 

・取組方針や目標の決定 

・各課、施設へ周知、指示 

実行（Do) 
・各課、施設での取組推進 

・研修等の実施 

評価（Check) 
・温室効果ガス排出量の算定 

・活動実績等の報告、評価 

改善（Act) 
・結果の公表 

・次年度の取組方針見直し 
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